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１年生 人，２年生 人，３年生 人35 66 34






問１ 菱 問２ 平 問３ 平（ ） （ ） （ ）
定→性 定→性 性→定
１年 ％ ％ ％42.7 30.0 41.0
２年 ％ ％ ％50.0 40.7 45.3























































ひは平 長は平 正は長 正はひ
１年 59.3 % 30.4 % 15.7 % 48.0 %
２年 61.9 % 34.6 % 19.4 % 53.9 %
３年 69.5 % 47.0 % 33.6 % 55.8 %
この結果は、正答率が低いこと、および正
答率の伸びが少ないことを示している(中原,


























































して生徒は「細長い 「長さが違う 「しか」 」
く 横と横の辺が平行 長さが等しい 縦」「 」「 」「
と横が直角」と述べた。小学校低中学年のよ
うな感覚的にかたちを表す言葉（ 細長い」「














































































































ある もう一つは 生徒達の意見が できる。 、 「 」
と できない の両方に分かれたことである「 」 。
理論上できないと言う生徒の方が多かった






































































































































































































































































































ア （ 「平行四辺形はひし形である」． ）
と言ってもよい。
イ （ 「ひし形は平行四辺形である」． ）
と言ってもよい。
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